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経営ビジョンにおける技術経営戦略の位置づけ

●生産プロセス向け電化技術・機器開発 等

●電気＆ガスハイブリッド技術

事業環境の変化と急速に進展する技術革新をとらえ、ICTをはじめとする新たな技術の融合・活用と、さらなる技術開発への取り組みを

一層深めます。これを通じて、事業基盤の強化・高度化に繋げるとともに、新たなビジネス・サービスを創出します。

事業基盤強化への取り組み 事業領域拡大への取り組み

お客さま向けサービス・機器の開発 新たなエネルギー源に係る研究開発

【ビジネス向け】

【家庭向け】 ●エネルギー最適利用技術

（電気&ガスハイブリッド技術、エネルギーマネジメントシステム等）

●ビッグデータを活用した新たなサービス 等

●水素発電

●水素ネットワーク 等

新たなエネルギー利用・供給形態に係る研究開発

●従来型大規模電力網と、再エネ等の分散型電源を含む

地産地消グリッドの併用・協調する電力ネットワーク等

●原子力発電所のさらなる安全性向上

●原子燃料サイクル、次世代原子力発電技術

●火力発電の高効率化

●再生可能エネルギーの受入・活用拡大 等

低炭素化に資する技術開発

●劣化診断・故障対応の高度化

●次世代電力ネットワークの形成 等

（電圧監視・制御、蓄電池・双方向通信利用 等）

安定供給に資する技術開発

事業運営の高度化・生産性向上に資する技術活用

●IoT・ビッグデータ・AIを活用し、グループ経営戦略・管理、

設備形成・運用・管理および業務を効率化・高度化 等

●IoT・ビッグデータ・AIを活用した先進サービス

●センサー技術・ロボット技術活用

●CO2削減技術、地熱資源、バイオマス利用 等

先端技術、低炭素化・省エネ技術

事業基盤の強化と事業領域の拡大に向けた先端技術の活用・開発を推進します。

●経営戦略とR&D（技術開発）・

ICT （情報通信）機能の連携を強化

●グループ外資源も積極活用

グループ会社カ ン パ ニ ー

活用・実施

連携強化

経営戦略

I  C  TR  &  D

技術経営戦略の深化
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技術経営戦略に取り組む背景

事業環境の変化
（技術の変化）

「第4次産業革命」とも言われる大きな変革が加速的に進展

ＩｏＴ・ビッグデータ・人工知能（ＡＩ）の進展が、
ビジネスや社会のあり方そのものを根底から変えていく可能性

再生可能エネルギー、蓄電池、省エネルギー技術など
分散型エネルギー資源（DER※）の普及拡大

最新技術を利活用できるかがビジョン実現の鍵

ＤＥＲの普及が、エネルギー供給のあり方を変えていく可能性

社会や最新技術の動向を幅広く注視して将来を洞察し、技術を
活用・発展させて、中部電力グループの「事業基盤の強化・高
度化」や「新たなビジネス・サービスの創出」の実現を目指す

技術経営戦略

※（DER：Distributed Energy Resource）
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技術経営戦略の強化に向けた体制整備

Ｇ経営戦略本部
デジタルイノベーションＧ

技術開発本部 情報システム部

＜デジタルイノベーショングループのミッション＞

① 社内CP制導入後、各CPが自律的に推進してきた取り組みをベースに連携を強化することにより、
中部電力グループ全体としてのシナジー効果の発揮を目指す

② オープンイノベーション等の取り組みを推進することにより、外部の知見などを取り入れ、新サービスと
事業基盤の強化に関するアイデア創出機能を強化する

③ 中部電力グループ全体にまたがる新たなサービスのビジネスモデルを設計する。また、事業基盤の
強化に関する取り組みも含めて、検証を推進する

発電CP 電力NWCP 販売CP

外部からの新技術に
関する知見 等

①【中部電力グループ全体としてのシナジー効果】

【技術経営戦略】

 最新技術を活用した事業基盤の強化・高度化や、新たなビジネス・サービス創出の

取り組みをより一層推進するために、デジタルイノベーショングループを新設

②【アイデア創出機能の強化】

③【最新技術を活用した
新たなサービス、事業
基盤強化の取り組みに
関する検証】

グループ会社

連携強化
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技術経営戦略の目指す方向性

 技術革新の著しいＩＣＴや、分散型エネルギー資源を活用し、事業基盤の強化・
高度化や、新たなビジネス・サービスの創出を目指していく

・電力インフラ
・スマートメーター等の
通信インフラ 等

・設備の保守データ
・スマートメーターデータ 等

当社が実施する
エネルギー事業を
軸としたサービス

・電力供給サービス
・ガス供給サービス 等

当社が保有する
ビッグデータ

当社が保有する
設備インフラ 技術革新の著しい

ＩＣＴ

地域に存在する
分散型エネルギー
資源（ＤＥＲ）

・センサー等のIoT

・ビッグデータ
・AI 等

・再生可能エネルギー
・バッテリー
・デマンドレスポンス
・PHV、EV 等

○業務効率化

○設備の合理化

○エネルギーサービス
以外の新規サービス

○エネルギーに関する
付加価値サービス

事業基盤の
強化・高度化

新たなビジネス・
サービスの創出
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技術経営戦略の取り組み概要

水道インフラ

交通・運輸インフラ

電力インフラ

PHV・EV

需要家蓄電池

太陽光
発電

F C

ｴｺｷｭｰﾄ

風力発電
バイオマス

ｽﾏｰﾄﾒｰﾀ-

水素製造装置

空調

コジェネ

施設空調

進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ

電圧調整器

ｾﾝｻ付開閉器

系統蓄電池

家庭向けサービス

センサ付電柱

電力スマートメーター
インフラの活用

制御制御

電力網

通信網(電力関連)

大規模電源

火力発電の運転
支援サービス※

基幹系統

※2017年度完成予定

エネルギー地産地消等
地域の多様なニーズに
応えるため、適切な
ソリューションを展開

各種センサー等を電柱に設置し、
子供や高齢者の見守りサービス
等を展開

地産地消
エネルギー供給

電柱のIoT化に
よる新たなサービス

蓄電池等を制御して
ローカル系統の
電圧、潮流を調整

ローカル系統の
最適運用

設備形成・保守・管理
への先端技術の活用

送配電事業の
高度化・効率化

水道検針等への
スマートメーターの活用

IoTを活用したエネルギー
マネジメントサービス等を展開

ビッグデータや分析技術等を
活用して、設備故障の予兆
監視等を実施

【ICTを活用した主な取り組み】

：事業基盤の強化・高度化に
関する取り組み

：新たなビジネス・サービスの
創出に関する取り組み
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